


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13 年前の秋の夕暮れ、多摩川で見たあの光景が大

きなきっかけだった。なだらかに落ちていく広大な
瀬を、無数の魚たちが飛び跳ね、盛り上がるように
うごめく水面。ドライスーツを着込み水中マスクを
付けて流れに腹ばいになった瞬間、「なんだ、こりゃー」
とシュノーケルを咥えながら叫んだ思い出がある。
数え切れないほどのアユの群れが一斉に産卵活動に入っ
た光景を目の当たりにしたのだった。知人の勧めで
そんな多摩川の驚くべき一面を目にしたものだから、
水辺にカメラを長年
向けてきた僕にとっ
ては、仕事の写真と
は別のライフワーク
な視点でこの事実を
作品にできないかと
思い始めたのである。 

あの衝撃的なアユ産卵ショーのあと、次々と多摩
川の不思議がわかってきた。実に興味深かったのが、
水道水として引かれた多摩川の水が家庭で利用され、
一部は人の体を通り抜け、下水処理場で浄化されて
再び多摩川に戻る。その水は東京湾まで流れていく
のだが、人間が利用した水の中で魚たちが子孫を残
そうと懸命に生きる姿があった。あの産卵ショーも
まさにそんな環境下での出来事だった。 

僕の故郷は九州の筑後平野で、幼少期は多くの自
然が残る環境で過ごしたものだから、上京してから
というもの、写真のテーマに選ぶ被写体は迷いもな
く地方の大自然であった。東京は、仕事に都合のい
い場所。自然がある所はつまり、人があまり住んで
いない手つかずの地。これが僕の脳裏に強く植え付
けられていたように思う。だが、あの日の多摩川と
の出会いから、もう僕の自然観は地方の山々から中
央の大都市東京に向かっていた。河川敷のコンクリー
トの隙間から顔をのぞかせる植物にさえドキッとし

てしまうほどになった。 
そして本格的に撮影を開始することになったが、

納得のいく写真がなかなか撮れない。メインの舞台
にしたのは、処理水が多く流れる中下流域だ。人と
共存することで生きる魚たちの素顔を撮りたいと思
うと、水中撮影を多く取り入れる必要がある。だが
現実的に透明度が限られていて普段は 50cm 程度しか
見えないのだ。そんな条件で納得のいく作品が撮れ
るのか。結局、魚たちに近づくしかないのだった。
近づく術を身につける、もうこれしかなかった。大
自然にはない人工的な状況がイレギュラーな環境を
生み出している。それらに対処していかねばならない。
ありったけの技
術と知識を振り
絞って月日を重
ねた。 

3 年の目標だっ
たのが気づいて
み れ ば 1 3 年 も
経ってしまった。 

初夏の照りつける太陽の下、多摩川河口の干潟に
腹ばいになりウェービングするチゴガニを撮影する
ため無我夢中で追いかけた 1 日。終わってみると、
カメラは泥んこになり露出した背中は日焼けで真っ
赤になった。秋にはアユの産卵を撮影に出かけた。
ドライスーツを着込んで大型の水中カメラを手に早
瀬の中に身を沈めて待つこと数時間。アユの産卵行
動を流心近くで見つけて近寄るが水圧が邪魔してな
かなかファインダーの中のアユに集中できない。そ
うこうしていると足元の底砂利がだんだんと流れに
すくわれて踏ん張りがきかなくなった。次の瞬間、
両足がフワッと浮いたかと思うと体にかかる水の抵
抗が無くなり、僕は多摩川の本流に呑まれてしまった。
体を丸めて水中カメラを守ることがやっとで、ボー
ルのように底でバウンスしながら下流へと向かい、
浅瀬に乗り上げたのだった。 

撮影でいつも念頭においていたことは、どんな生
き物であってもポジティブに見て賛美する、これを
貫き通した。その方が見ていて楽しいし幸せでいら
れる。人間社会の都合に何一つ文句も言えず、けな
げな姿で生きようとする生き物たちを観察している
とき、胸が熱くなったことを思い出す。個々が自分
の意志で行動する、命がそこにはあるのだ。「生きる
こと」、こんなあたりまえのことを、住まいから程近
い多摩川の小さな小さな生き物たちに教わったよう
な気がしてならない。 



多摩川に学ぶ 
 
多摩川散歩  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小菅村では 1 月の第 2・3 週の土日に、各地区にて

お松焼きが行われます。この様な行事は日本全国各
地や、皆さんのお住まいの多摩川流域でも行われて
いますが、他の地域では「どんど焼き」「左義長」な
どと呼ばれているそうです。 

お松焼きでは正月の松飾を 1 月 7 日に集め櫓を立て
て小正月に燃やし、その火で焼いた団子を食べると、
その年の一年は風邪をひかないと言われています。
お松焼き当日には地区の老若男女が集う年初めの一
番大きな地区行事となっています。 

このお松焼きを実施するに当たり、松飾りを集め
たり、土台となるお松づくりは本来中学生以下の子
ども達のみで行う行事だった様ですが、本村では子
どもが少なくなってきており、今では地区の大人た
ちも手伝いながら、お松作りを行っています。もち
ろん、私も移住初年度かららお松作りを手伝わせて
もらっています。 

お松焼き本番では、住民の方々が各家庭で作った
団子をリョウブの枝にさしたり、竹竿やアルミホイ
ルに包んだ状態で持ち寄ります。 

いざ、お松に火をつけると、適度に油分を含んだ
桧や杉の葉は、パチパチと音を立てながら白煙を立
ち上げながら勢いよく燃え上がります。ひと時して、
おき火となったところで、団子が四方からおき火を
囲う様に集まり、ゆっくりと程よく焼き上げていき
ます。　皆で団子を焼きながら「今年の冬はあった
かいな～」「道の○○のところが壊れてんべぇ」とか、
いろんな話を聞いたり、新しい移住者のことについ
て聞かれたり・・・ 

何気ない話の中で、地域のことや地区の歴史など
色んなことを毎年聞かせてもらい、地域の情報を得
る大切な機会になっていると思いました。その傍ら、
子ども達はキンキンに冷えた源流の小川で落葉を入
れて流したり、枝でかき回したり、飛び越えてみた
り・・・ 

今年の冬は暖冬といわれていますが、やっぱり寒
くなり水辺から足を遠のくこの時期に、火を囲みな
がら住民が集まれる機会はとても暖かく、一年がま
た始まったと感じる行事でした。 

 
小菅の湯・道の駅こすげを中心として、民家を開

放した周遊型お散歩イベントを開催します。この日
限定でオープンする古民家の軒先を開放した「古民
家カフェ」や「軒先竹細工」、スタンプラリー等を予
定しています。ちょっと早い小菅の春をのんびりと
散策しながら歩きませんか？ 

開催日時：2016 年 3 月 13 日（日）10 時～ 15 時（最
寄駅からの送迎バス計画中！） 

※イベントの詳細については、ＮＰＯ法人多摩源
流こすげのホームページ、また下記連絡さきまでご
連絡ください。お問合せ 0428-87-7055（鈴木・石坂） 

 
3月5日土曜日正午から小菅川での釣りが解禁します。

小菅川ではキャッチ＆リリース区間やポンド（池型
管理釣り場）、源流域での釣りなど、ビギナーから玄
人の方々まで楽しめる釣り場となっています。　　

 
 
 



歴史／多摩川 
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前号で、女堀伝承にふれた。かつての世田谷領嶺

地域の切り通し開削にともなう話しだ。この伝承、

すでに江戸期の文献に残されている。 

文化年間のこと、江戸時代の国学者・高田与清が『世

田谷紀行』を綴った。そこに多摩川の紅葉をたずねて、

沿岸一帯を周遊したさまが、書き記されている。こ

の与清が、六郷用水沿いにさしかかった時のことだ。 

前号の女堀は、用水取水口を託宣する仙女の伝承

だった。いずれも、いまから40数年前に埋めたてられ、

すでに姿を消してしまったのだ。都の下水道工事の

進捗にともなって暗渠化され、かつての堀割の上は、

「緑道」と称する遊歩道に改修された。 

もちろん、女堀だけではない。もはや用水の機能

を失い久しく放置されていた六郷用水は、ここ十数

年ばかりの間に、その大部分が次々と暗渠となり、

姿を消していったのだ。 

しかもこの六郷用水、早くから急速に開発と都市

化が進行した上流地域で、大変貌を遂げた。野川や

仙川の改修工事、東名高速道路の建設工事などが進み、

水路は大きく分断された。 

一方、取水口付近の用水堀は、1967( 昭和 42) 年ご

ろから暗渠化され、堀割の上は自動車道路に変じて

いった。　 

ところで現在、六郷用水の堀割が残っているのは、

大田区田園調布の浅間神社下から上流にさかのぼっ

て世田谷区岡本に至るまでの七キロ弱の区間となった。

この部分は、すでに六郷用水の名は使わず、なんと

丸子川と呼んでいるのだ。部分的には、かなりの改

修がなされて、かつての風情を失ったところも多い。 

 



多摩川流域の各種団体等の３月から６月頃まで行われる環境活動に関する主な行事・イベント情報を紹
介いたします。 
 

 
■問合せ先 
　美しい多摩川フォーラム事務局（青梅信用金庫　地域貢献部内）　 
　担当：宮坂／土方／及川 
　TEL：0428 － 24 － 5632　　FAX：0428 － 24 － 4650 
　E-mail：forum@tama-river.jp　　URL：http://tama-river.jp 

 

 

第 1 回多摩川流域歴史シンポジウムの開催のお知らせ 
日時：2016 年 4 月 16 日（土） 
場所：府中市郷土の森博物館会議室 
内容：市民と行政で運営する多摩川流域懇談会では、2014 年より多摩川の先史・古代に焦点を当てた多

摩川流域歴史セミナーを 3 回開催してきました。今回、そのまとめとして「第 1 回多摩川流域歴史
シンポジウム」を開催いたします。過去のセミナーで基調講演をいただいた 3 名の先生方をお招き
し、先史・古代の多摩川流域の歴史・文化のまとめを行います。 

詳細：国土交通省京浜河川事務所ホームページ 
http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin_index116.html または多摩川流域懇談会公式 Facebook 
https://www.facebook.com/tamaryukon 

（Facebook は「多摩川流域懇談会」で検索） 
主催：多摩川流域懇談会（市民（団体）・多摩川流域の自治体・河川管理者など） 
 
お申込・お問合せ先：多摩川流域懇談会事務局　みずとみどり研究会 
連絡先　TEL/FAX 042-327-3169     E-mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp 

 
 
 



 
申込み・問合せ先　　事　務　局　全国水環境マップ実行委員会　みずとみどり研究会気付 
　　　　　　　　　　〒 185-0021　東京都国分寺市南町 2-1-28　飯塚ビル 202 
　　　　　　　　　　TEL/FAX：042-327-3169   
          　　　　  　　　E-mail：mizutomidoriken@ybb.ne.jp 
          　　　　  　　　URL：http://www.japan-mizumap.org 

 
 

 
福嶋　徹 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
GeoWonder 企画　むさしの化石塾　　 
〒 208-0003 東京都武蔵村山市中央 3 － 20 － 7　MKJ 事務所 
むさしの化石館　042-567-1095（FAX) 
むさしの化石塾　代表　福嶋　徹　 
Mail: geo@extra.ocn.ne.jp 
URL : http://fossils.blog.ocn.ne.jp/ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 
 
 



 
川崎市域水辺の楽校開催予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 
国土交通省河川協力団体　とどろき水辺の楽校 

（運営）ＮＰＯ法人　とどろき水辺　理事：事務局　鈴木　眞智子 
〒 212-0004　川崎市幸区小向西町 3 丁目 64 電話・ＦＡＸ　044-201-1493　携帯：090-5814-9604 
E メール：machiko@todoroki.org　　info@todoroki.org　　ＨＰ：http://www.todoroki.org/ 
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

 
 

　 

通信販売でお求めいただけます。ご希望の方はご連絡ください。 
　　

 
＊　ふれあい移動水族館・おさかなポストの会　代表　山崎充哲 
メールアドレス　RiverRanger777@gmail.com　　　TEL:090-3209-1390 

 

4月29日（金）祝日 
開校式 
・川のいき物探しガサガサ 
・春の野草（食べられるかな？） 
・防災紙芝居 
・野草天ぷら 
・夢わかめ味噌汁 
・防災ごはん・ハマダイコン 
　デザートなど 

 
4月9日（土） 
・だいし水辺 
4月23日（土） 
・歴史ウオーク 
 

5月 
・安全教室 

5月7日（土） 
・だいし水辺 

6月5日（日）川崎市域3校合同干潟観察会 
・大師河原干潟探検～カニと遊ぼう～ 



　平成２７年度助成研究の公募を締め切る（応募件数３６件） 
 
　第４４回常任理事会を午前１１時３０分から財団事務所で開催 
　－平成２７年度事業計画ならびに収支予算書について　ほか 
 
　第４５回常任理事会を午前１１時から財団事務所で開催 
　－第５７回定時選考委員会開催について　ほか 
 
　財団だより“多摩川”第１４４号（事業年報特集号）発行 
　－特別寄稿　“公害の歴史後世に” 
　　　　　　　　　（環境研究会かわさき　井上俊明） 
 
　第５７回定時選考委員会を午後２時より、財団事務所会議室で、 
　選考委員９名出席のもと開催 
　－新規研究１２件（学術研究７件、一般研究５件） 
　－継続研究 ７件（学術研究６件、一般研究１件）をそれぞれ採択　 
 
　第１２回理事会による決議 
　－平成２７年度事業計画及び同収支計画の承認　ほか 
 
　第１０回評議員会による決議 
　－平成２７年度事業計画及び同収支計画の承認　ほか 
 
　第４６回常任理事会を午後３時から財団事務所で開催 
　－２月分決算について 
 
　第４７回常任理事会を午前１１時３０分から財団事務所で開催 
　－第１３回理事会、第１１回評議員会議案について　ほか 
 
　第１３回理事会を午後４時より南平台東急本社にて開催 
　－平成２６年度事業報告、決算報告の承認について　ほか 
 
　第１１回評議員会を午後２時より南平台東急本社にて開催 
　－平成２６年度事業報告、決算報告の承認について　ほか 
 
　環境学習副読本「多摩川へいこう」を７，５００部増刷し、 
　多摩川流域の小学校５２校に４，４８２部贈呈 
 
　第４８回常任理事会を午前１１時から財団事務所で開催 
　－平成２７年度研究助成金贈呈式について　ほか 
 
　平成２７年度助成金贈呈式を午前１１時３０分より渋谷エクセルホテル東急で開催 
　－学術研究者６名・一般研究１０名、並びに来賓・評議員・理事・選考委員など約５０名
　が出席 
 
 

1 月 15 日 
 
1 月 23 日 
 
 
2 月 26 日 
 
 
3 月 1 日 
 
 
 
3 月 10 日 
 
 
 
 
3 月 12 日 
 
 
3 月 20 日 
 
 
3 月 26 日 
 
 
4 月 23 日 
 
 
5 月 15 日 
 
 
5 月 29 日 
 
 
6 月　1 日～ 
　7 月　31 日 
 
6 月 24 日 
 
 
7 月 9 日 
 
 
 
 



　第４９回常任理事会を午後４時から財団事務所で開催 
　－６月分決算について 
 
　第７回社会貢献学術賞受付を締め切る 
 
　財団だより“多摩川”第１４５号発行 
　－巻頭言　“玉川上水分水網を世界遺産・未来遺産へ”　（準備会代表　田畑貞壽） 
　－特別寄稿　”多摩川上流へ江戸前鮎を遡上させよう”　（奥多摩川友愛会　須崎隆） 
 
　平成２８年度助成研究の募集を開始 
 
　第５０回常任理事会を午前１１時３０分から財団事務所で開催 
　－平成２８年度研究助成の公募について　ほか 
 
　第７回社会貢献学術賞選考委員会を午前１０時より、財団事務所会議室で開催 
　－筑波大学名誉教授　榧根勇氏に決定 
 
　第５１回常任理事会を午前１１時３０分から財団事務所で開催 
　－９月分決算について 
 
　研究助成成果報告書発行（ＣＤ - ＲＯＭ） 
　－学術研究第４４巻（３件収録）、一般研究第３７巻（５件収録）を各々制作しホームペー
　ジで公開 
 
　平成２７年度第７回社会貢献学術賞贈呈式を午後２時よりセルリアンタワー東急ホテルで開催 
　－受賞者（榧根勇氏）並びに来賓・評議員・理事・選考委員など約５０名が出席 
 
　第５２回常任理事会を午前１１時から財団事務所で開催 
　－１０月分決算について 
 
　財団だより“多摩川”第１４６号発行 
　－巻頭言　“多摩川流域を楽園に” 
　　　　　　　（筑波大学名誉教授　第７回とうきゅう環境財団社会貢献学術賞受賞　榧根勇） 
 
　第５３回常任理事会を午前１１時３０分から財団事務所で開催 
　－１１月分決算について　ほか 

7 月 29 日 
 
 
8 月 31 日 
 
9 月 1 日 
 
 
 
 
 
9 月 25 日 
 
 
9 月 30 日 
 
 
10 月 23 日 
 
 
11 月 1 日 
 
 
 
11 月 18 日 
 
 
11 月 26 日 
 
 
12 月 1 日 
 
 
 
12 月 24 日 



 

多摩川流域は緑豊かな環境で、多くの野生小動物の棲息が確

認されており、これらの野生動物につくダニも宿主を待って茂

みの葉の裏側に潜んでいると予想される。さらに、地球温暖化

により、西日本で分布していたダニの生息域が関東地方にも広

がっている可能性がある。ダニ類が媒介する感染症は、毎年

500 症例前後報告されている。多摩川流域は広い河川敷や遊歩

道があり、多くの人が集まる場所で、普段は手入れがされてい

ない茂みの中に入ることは稀であるが、一時的にペットの散歩

などで侵入することも考えられ、ダニに咬まれるリスクがある。

これまで、多摩川流域でのダニ媒介性感染症症例は無いが、ダ

ニに咬まれた報告はある。 

そこで、多摩川流域でダニを捕獲し、感染症を媒介する種で

あるか、どの季節にどこに多く分布するかを調べる。その後、

採取したダニが感染症病原体を保有しているかも調べていく。

この結果、多摩川流域に生息するダニの生活環と分布地域がわ

かり、環境整備への助言、ダニ類に咬まれないための季節的な

対策を発信できると考える。 

 

 

 

現在の放射性セシウム (137Cs ( 半減期：30 年 )) のモニタリ

ングは、「環境中における放射性物質の中長期的な変動追跡の

重要性」「より低濃度な汚染状況の把握の必要性」という項目

に重きを置かれている。本研究では、高精度な分析が必要とな

る河川底質に着目し、予備濃縮技術と逐次抽出技術を組み合わ

せた分析手法を提案することが目的である。1 年間で現在の放

射性セシウム濃度の 1/10、研究期間内で 1/100 まで測定でき

るようにしたいと考えている。簡便な分析法を提案することで、

底質中の放射性セシウムを 30 年後までモニタリングし、多摩

川集水域での挙動を追っていくことが最終目標である。 

得られる成果は、今後の除染や事故発生時の迅速な対応に繋

がるため重要であると考えている。将来的には、30 年後のモ

ニタリングを見据えた高精度分析技術の検討を、多摩川及びそ

の流域における今後の放射性セシウムの長期的な情報共有につ

なげていきたい。 

 

 

 

 

現在、ニホンジカによる農作物や森林への被害は甚大であり、

抜本的な管理対策が急務である。本研究は、多摩川上流域に生

息するニホンジカ集団の適正な規模で管理することを目的とし

て、ニホンジカ集団の集団構造および遺伝的多様性を詳細に把

握することとした。東京都北西部の山間地は関東山地の一角で

あることから、東京都内のみの調査では不足であると考え、多

摩川の水源がある関東山地に隣接する他県にも協力を依頼し、

関東山地一帯のニホンジカ集団を解析対象とする。研究手法は、

ミトコンドリア DNA の D-loop 領域塩基配列多型と染色体上に

存在する散在反復配列多型を用いて、系統樹解析・ネットワー

ク解析・集団遺伝学的指標の算出・ハプロタイプ分布地図の作

成・主座標軸分析・ストラクチャー解析を実施する。本研究結

果より、多摩川上流域に生息するニホンジカ集団の遺伝構造と

遺伝的多様性を評価し、シカ管理計画に貢献することを目指す。 

 

 

　当財団では、平成２７年度研究助成金贈呈式を、７月９日渋谷エクセルホテル東急で開催
し、４月を開始月とする新規の助成研究１２件に助成金を贈呈致しました。継続研究７件も承
認されていますので、本年度は１９件を助成していることになります。ここに全助成研究をご
紹介いたします。また、研究助成成果報告書（学術３件、一般５件）の概要を掲載します。 

 



 

本研究は、明治～昭和戦前期に多摩川流域村落の住民により

行われた多摩川鮎の天皇・皇室への献上と、昭和戦前期に進め

られる多摩地域の聖蹟化（多摩聖蹟記念館の建設、京王電気軌

道関戸駅の聖蹟桜ヶ丘駅への改称など）と鮎献上との関係性に

ついて歴史学的に検討することを主たる目的とするものである。 

明治天皇が明治 10 年代に計 4 度にわたり多摩へ行幸したこ

とは、「聖蹟桜ヶ丘」という駅名の存在もあり、今日でも比較

的よく知られた事実である。しかし、その行幸が地域社会の中

にどのような変容をもたらし、住民たちの地域意識にいかなる

影響を与えたのか、という点については、これまでほとんど検

討されることはなかった。本研究では、多摩行幸を機に開始さ

れる地域住民の多摩川鮎の皇室への献上についての実態分析を

通じこの問題へアプローチし、以て多摩川およびその流域村落

の近代史研究の進展と、多摩川の生態系維持という今日的課題

への貢献を果たしたい。 

 

 

 

 

高度経済成長期の多摩川下流低地は、地盤沈下問題や地下水

の塩水化問題を経験した。その後、揚水規制によって地盤沈下問

題は沈静化し、一部では間隙水圧上昇に起因するとみられる地盤

隆起が発生した。塩水化していた帯水層の一部では、塩濃度の低

下が見られた一方で、塩濃度が高い状態が継続しているところも

ある。このように、本地域の地下水環境は、時間的にも空間的に

も変化に富んでいる。従来は地盤地下現象と塩水化現象は別々に

研究されることが多かったが、実際には海成層の変形による間隙

水の絞り出しが、地下水流動の収支や塩水供給源の議論において

密接に関わってくる可能性が高いと考えられる。本研究では、過

去の地質調査データを最新の堆積学の知見に基づいて再分析・統

合して三次元水理地質構造を推定した上で、地理情報処理システ

ムや数値モデリング手法を用いて、地盤地下・隆起および塩水化・

再淡水化のプロセスの総合的な理解をすすめたい。 
 

 

この調査の目的は、多摩川中流域で進む外来樹種（北米原産

のニセアカシアや中国原産のニワウルシなど）の抜根や表土の

取り除きにより形成された裸地に、どのような植生が成立する

のかを、その立地特性とともに詳細に明らかにすることである。 

申請者らは、最初の抜根が行われた2013年2月以降、抜根跡

地およびに表土取り除き地点における植生のモニタリング調査

を継続して行っている。その結果、オオフタバムグラ、メマツ

ヨイグサなど外来植物の優占が広い範囲で見られるものの、カ

ワラケツメイやカワラヨモギ、マルバヤハズソウなど礫河原に

特徴的にみられる植物が生育する地点もあることが分かった。

このことは、工事後の土地条件の微妙な違いが、成立する植生

に影響していることを示唆するものである。異なる植生について、

その立地条件（地形、堆積物、水分条件など）を明らかにする

ことができれば、多摩川において礫河原植生を再生する上での

施工方法などを決めるための重要な情報となることが期待される。 

 

 

 

 

本研究では、多摩川上流域において、河床の藻類を支えてい

る窒素固定細菌の役割を解明し、河川環境の新たな評価手法を

提案する。 

上流河川の藻類による一次生産は、窒素化合物を含む栄養塩

の供給によって制限されている。近年、申請者らの研究によっ

て、窒素固定細菌が、河床の藻類の生育に重要な影響を与えて

いることが示唆されてきた。しかし、その生態、分布、多様性

は調べられていない。そこで、本研究では、多摩川上流域を対

象に、窒素固定細菌について、次の点を明らかにする。 

１．系統的多様性　予備的調査から、新規細菌の宝庫である

ことが示唆されている。 

２．窒素固定活性　河床微生物群における、場所、昼夜、季

節での活性の変動や特性。 

３．藻類生育促進　河床から取得した細菌の、藻類の生育に

対する作用。 

 



 
 

 

 

2011 年 3 月の東日本大震災を起因とする福島第一原発事故

由来の放射性物質は、関東一円に降り注ぎました。多摩川流域

についてもいまだに各所に高線量の、いわゆるホットスポット

を形成しています。私どもが昨年実施いたしました多摩川中流

域の調査の結果でも、市街地の雨水の流入が河川の放射線汚染

と強い関係性があることが判明しております。 

そこで私どもは本年度申請におきましては、昨年調査するこ

とが難しかった多摩川に生息する生体(魚介類、植物)の放射能

汚染を調査することによって、多摩川中流域とその支流域にお

ける放射能汚染地図を作成し、多摩川を利用する人たち、特に

子供達に対しては危険個所の注意喚起を、管轄をする行政機関

に対しては汚染土の除去や除染を促し、また、安全が確認され

た場所については、その場所を示すことで子供達に安心して自

然と接することができる環境を提供することを目的といたします。 

 

 

 

多摩川は、その下流が東京都と神奈川県の境を流れることか

ら１都１県で利用されてきたが、人口が集中し首都機能をもっ

ていることから、一般に東京都で主に利用されてきたと考えら

れている。しかし、その歴史をみると、玉川上水は江戸市中や

武蔵野台地南部 ( 主に東京都の市部、1871-1893 年は神奈川県 )

ばかりでなく、野火止用水を利用して埼玉県 ( 現在の志木市、

新座市、朝霞市 ) にも給水した。この用水は、玉川上水にあっ

た 33 の分水の中でも最大の水量を使用したが、具体的に埼玉

県でどのように使われたのか、あまり知られていない。また、

昭和後期に東京都は水道水を確保するため、小平監視所下流の

玉川上水とその分水の水を止めた。これに対する沿岸の住民の

要望で、玉川上水、千川用水、野火止用水に「清流の復活」を

実施したが、この施策をリードしたのは埼玉県の野火止用水沿

いの人々の活動によるところが大きい。彼らは野火止用水を日

常的に利用し、愛着をもっていたから「復活」を強く望んだと

考えられる。そこで、埼玉県での多摩川の水利用の歴史を、野

火止用水を中心に調査する。具体的には次の 3 点になる。 

①多摩川の水が、野火止用水を利用して埼玉県（現在の志木

市、新座市、朝霞市）でどのように使われたのか、主に水利用

（みずりよう）組合の活動を通して調査する。 

②埼玉県での水利用が、東京都に住む人々の水利用にどのよ

うな影響を与えたのか調査する。 

③野火止用水では、水車で伸銅が行われたことが知られてい

るので、水車の利用についても調査する。 

 

 

 

 

奥多摩地域は、豊かな自然環境を有し、特に御岳山地区は、

秩父多摩甲斐国立公園第二種、第一種地域、御岳鳥獣保護地区特

別保護地区にも指定されおり、その貴重な自然環境は、地域の財

産であると同時に人々の暮らしを支えている大切な存在でもある。 

ところが、全国的にも社会問題化しているニホンジカの個体

数増加による食害の問題が、奥多摩地域にも及び、　御岳山地

区にもここ数年の間で、徐々にシカの侵入が見られ、今後の影

響が懸念されている。特に日本固有種であり「レッドデータブ

ック東京 2013」で絶滅危惧 II 類に指定されているレンゲショ

ウマの群生地は日本有数の素晴らしい自生地となっているが、

そのレンゲショウマもシカの採食対象になっており、今後の動

向が心配されているところである。 

本活動では、貴重な植物種を守るための情報収集し、保全に

向けての方策を探るとともに、情報を地域に提供することで、

地域の力で自然環境を守る動きをつくり出していくこと、シカ

と共存できる道を探ることを目的として活動を展開していく。 

 

 

 

 

近年、多摩川流域山地では、東京都の花粉対策事業等により、

大規模な森林伐採が行われるようになった。これにより、伐採

跡地という開放的な環境が生まれ、野生動物の生息にも影響を

 



与えている可能性がある。本研究では、伐採跡地を採餌場、あ

るいは営巣地として利用していると思われる鳥類、サシバとヨ

タカに注目し、その生息状況及び伐採跡地の利用状況の調査を

実施する。これにより、両種の生息と伐採跡地環境の関連性を

明らかにしたいと考えている。 

サシバ、ヨタカともに環境省または東京都の絶滅危惧種に指

定されている。本調査研究の結果に基づき、両種が多摩川流域

で生息し続けられるような環境の創出・維持に向けた提言も行

いたい。 

 

 

 

玉川上水は、多摩川から羽村で取水し四谷大木戸・皇居まで

の約 43 ┅の幹川と八本の用水、三本の上水（江戸上水図　正徳

末頃）さらに細かく分かれた分水網から構成されている。 

この “水のネットワーク”は、江戸・東京の発展に大きく

寄与してきた。その影響は、江戸・東京市街地への上水供給に

とどまらず、台地の農業と集落の形成さらに、低地の水田への

養水となるなど、武蔵野全体の自然歴史文化の形成に深くかか

わってきたと言われている。 

持続可能な東京の将来の都市像を模索するとき、玉川上水が

自然の位置エネルギーだけで育んできた、自然歴史文化環境を

守り、活用することはきわめて重要な課題になると考えられる。 

このため本研究では、玉川上水幹川のみならず分水網もふく

め、玉川上水の水ネットワークの現状と残された遺構について

精査、市民、関係行政機関との情報共有化を促す。さらにこの

調査に基づき、市民、関係行政機関と意見交換を図りながら、

玉川上水と分水網の一元的な水系・緑地網の保全活用構想の策

定および、維持管理・運営方策の検討に寄与することを目的と

する。 

なお、本研究は 2015 年春季に開催予定の“玉川上水と分水

網の未来資産（世界遺産）登録のシンポジウム”と連携を図り

シンポジウムの基礎資料として活用を図るとともに、シンポジ

ウムの成果を本研究のまとめに反映させるよう配慮する。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

風穴（ふうけつ）とは、夏季に山の斜面から冷風を吹き出す

特異な現象、またはそうした独特な場所をさす。地下のトンネ

ル状の空隙に生じるもので、夏の冷風の吹き出しの冷風穴に対

し、冬には上方の穴から温風が吹き出す温風穴があることが知

られている。国内では富士山麓の熔岩トンネルの風穴が有名で、

そのいくつかは明治・大正期に、養蚕のための蚕種貯蔵（低温

により孵化を抑制し養蚕時期を秋まで延長する手法）を目的と

した天然冷蔵庫（蚕種貯蔵風穴）として利用されていた。当時

の農商務省農務局『蚕業取締成績』（大正元年～ 6 年）には、

全国で 280 以上もの蚕種貯蔵風穴が記録されている。現在それ

らは、石垣で囲われた遺構として山の斜面にその跡をとどめて

いる場合があるが、所在が確認されていない風穴も多い。 

多摩川流域には、檜原村の「檜原風穴」、丹波山村の「釜ノ

沢風穴」「熊沢風穴」が、『蚕業取締成績』などにあげられてい

るが、これまでそれらの所在は全く不明であった。申請者はこ

れまでに、多摩川流域に記録があるそれらの３風穴の遺構を現

地で確認しており、さらに農商務省の記録になかった２風穴の

遺構も確認している。それらの風穴は熔岩トンネルとは異なり、

崖錐斜面の岩屑の隙間に生じている。 

本調査・研究の目的の第一は、多摩川上流域周辺に位置する

以上の５箇所の蚕種貯蔵風穴の遺構の現状を明らかにし、かつ

ての養蚕に関わる文化財的な価値を記録することである。目的

の第二は、風穴周辺の地形・地質・植生などを調査し、それぞ

れの風穴で２箇年間の通年温度や夏季における吹き出しの風速

などを観測して、風穴の自然条件を記録・比較することにある。 

以上の 5 箇所の風穴では、その上方の斜面にあるはずの温風

穴が確認されていないので、その所在と状況もできるだけ調査

する。さらに、風穴の現象の主な要因である岩石の蓄熱につい

て、風穴をつくる岩石の低温冷蔵庫での温度変化の実験も行い

たい。以上の結果から、多摩川流域の山地斜面で風穴がどのよ

うな自然条件で生じるのか、風穴の機構はどのようなものなの

かなどを考察する。 

風穴は文化財・天然記念物のほか、現在においても実用天然

冷蔵庫の可能性をもつものである。その基礎資料として、多摩

川上流域の風穴の現状を明らかにし、その周辺の自然条件や温

度変化を考察することは意義あることと考える。 

 

 



 

礫河原の減少は多くの河川でみられ、礫河原は樹林や大型多

年草の草原に変化している。多摩川では、礫河原は中流の羽村

から溝ノ口までみられ、1960 年代まで広くみられた。礫河原

生態系は、カワラノギクとカワラニガナという先駆性の植物と、

カワラヨモギとカワラサイコという遷移の後期に出現する植物

で特徴付けられる。昆虫では、カワラバッタとカワラエンマコ

オロギが、野鳥ではイカルチドリとコアジサシが特徴的である。

2010 年代になって、河川敷に植栽されたカワラノギクが逸出

して、半野生化している場所が複数見つかった。逸出個体群を

含むメタ個体群の動態の解明を行うことは、カワラノギクだけ

でなく、礫河原生態系の再生にも貢献しうるものである。あわ

せて、礫河原再生工事が鬼怒川、相模川、天竜川で行われてい

るので、比較のために簡便な調査を行って、多摩川の事例と比

較する。多摩川中流を特徴付けた礫河原生態系とその礫河原生

態系のシンボルであるカワラノギクの再生手法の解明を本研究

の目的とする。 

 

 

 

河川における脱窒（嫌気的微生物硝酸呼吸）は硝酸性窒素の

除去機能として大変需要である。しかし脱窒の最終生成物が窒

素（N2）ガスであるため、大気中の大量の N2 ガスの妨害によ

り、微量に発生する脱窒由来の N2 ガスを測定する脱窒活性測

定は極めて困難である。そのため、その重要性にも関わらず、

河川の脱窒については正確な見積もりはできていない。たとえ

ばある 500m の流程で脱窒が生じているか、という質問に対し

ては、脱窒の有無についての判定すら行うのが実際には難しい、

というのが現状である。 

そこで本研究は!溶存 N2/Ar の測定、"硝酸性窒素安定同位

体比、#亜硝酸性窒素安定同位体比、$溶存有機物特性測定、そ

して%窒素代謝機能遺伝子濃度測定、という最新の手法を組み

合わせ、多摩川における脱窒の有無、そしてその規模に迫ろう

とするものである。この包括的な取り組みにより、これまでの

研究では不可能であった高いレベルでの議論を河川脱窒につい

て行うことが可能となる。 

 

 

 

 

多摩川中流域、浅川と秋川河床に分布する上総層群は都市化

の進む都会にあって、地質の野外学習を体験することのできる

貴重な場所である。私達の研究グループは、過去 30 年間ほど

多摩川中流域と周辺の丘陵地域に分布する上総層群の地質と化

石を研究し、その成果に基づき地質野外学習の教材化を進め、

学校や郷土館で授業と普及を実践してきた。さらに、最近では

学校教員の研修としても利用している。多摩川中流域とその支

流にある地層の露頭は、台風などにおける出水により改変され

る。そのため、野外学習では露頭状況に即した教材化の見直し

の必要があり、約 10 年ごとに貴財団の助成を得て、教材を改

訂してきた。今回申請する研究では、前回の改訂から約 10 年

が経過し、露頭状況が大きく改変したので教材を改訂するもの

である。また、毎回の改訂では、地質と化石の研究を進展させ、

その成果を教材に反映させてきた。 

今回の改訂では、以下の内容を主に研究し、教材に反映させ

る。すなわち、①見解に相違があるテフラの年代論を再検討す

る、②これまで体系的に研究されていない (i) 堆積相の解析お

よび、(ii) 貝化石、貝形虫、花粉と珪藻の微化石により古気候

と古環境を推定する、③これまでの地層と化石の研究を総括す

る。④ボーリングコアの観察により、武蔵野台地の地下の岩相

や化石を分析し、多摩川中流域の上総層群との対比を実施し、

武蔵野台地地下の層相図の作成と地質層序を検討する。⑤関東

平野西縁部の鮮新―更新統の古環境を総合的に検討する。特に、

日本における鮮新―更新世の氷河性の海水準変動の記録は、房

総半島に分布する上総層群で、堆積シーケンスの発達と酸素同

位体比曲線のスパイクの対比を基に解釈されているが、約 200

万年前～ 100 万年の期間が不明とされている。本研究では、こ

の期間の解釈を埋めることができるので、実証的に示す。 

 

 



 

ヒトの体の 60% は水で構成されており、私たちが日々摂取す

る水の源は河川水や湧水に依存している。従って、その水質は

良好であることが要求される。しかるに、平成 23 年 3 月 11 日

に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故に

より、大量の放射性物質が環境中に放出された。このため首都

圏においても浄水場で、事故後に飲料水中に含まれる放射性物

質の量が乳児に対する規制値を超えて検出された。3 月 22 日

にこの報道がなされると、まもなくスーパーなどの棚からペッ

トボトル水が無くなってしまった。これは多くの人々が水への

危機感を募らせた結果と考えられる。特に、放射性セシウム

137 の半減期は 30 年と長期におよぶことから水環境へ与える

影響が懸念される。 

そこで、まず多摩川流域の大気、河川水および土壌などの放

射性物質の測定を継続して行い、汚染状況の推移を把握する。

また、これらの研究成果をもとに多摩川流域をはじめ多くの人々

に対して、放射性物質による影響、水環境や安全・安心な水な

どについて“共に学ぶ教室”を設け、災害時などの想定外の出

来事にも、自ら考え行動ができる社会づくりに貢献する。 

 

 

 

日本における PM2.5 の濃度は、その環境基準を多くの地点

で達成できておらず、このような高濃度は、日本国内の発生源

による大気汚染と中国大陸からの越境大気汚染の複合影響によ

るものと考えられている。森林はPM2.5のレセプター（受容域）

であり、さらに、丘陵地のような複雑地形においては、大気汚

染物質の地表面への沈着（乾性沈着）は、平坦な地形に比べ促

進されると考えられている。よって、多摩川流域の森林丘陵地

は、都市大気汚染と越境大気汚染の両方の影響を受ける東京周

辺域のPM2.5の浄化に大きな役割を果たしている可能性が高い。

2015 年度（第 2 年度）は、第 1 年度の結果を踏まえて、長期間

の PM2.5 成分の乾性沈着量を把握することを目的とし、フィ

ールドミュージアム多摩丘陵（東京農工大学農学部附属施設）

において、フィールド観測を実施する。 
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美しい多摩川フォーラムでは、「水環境を守りながら、地域

経済の活性化に取り組み、次代を担う子どもたちへの教育を通

じて、多摩圏民が生きがいをもって暮らせるような“持続可能

な地域社会”を実現する」ことを目指し、経済、環境、教育文

化を運動の３本柱に据えて「美しい多摩づくり運動」を展開し

ている。その際、フォーラムでは、基本計画『美しい多摩川

100 年プラン』を立案し、「緩やかな合意」を踏まえながら、

官民広域連携・協働推進による地域づくり運動を実践している。

その中で、教育文化軸の事業活動に位置づけられた「多摩の物

語」の語り活動は、多摩の地域に古くから伝わる民話や昔話を

掘り起こす形で実地調査を行い、「多摩の物語」として、芸術

的な味付けをした“語り”の実演を通じて、地域に暮らす人々

に歴史や文化への関心を持っていただくと共に、次代を担う子

どもたちの郷土愛を育むことを目的とする。また、多摩川流域

の災害の歴史から学ぶことができる教訓をもとに、安心安全な

暮らしの視点から、防災についての“語り”を通じて、情操教

育を実践する。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

近年、都市近郊の里山の面積は、孤立・分断化によって年々

縮小している。このような里山の植生は、人為的な影響を強く

受け、より詳細な植物の記録が必要とされるが、全植物の調査

を行うことは不可能である。一方、都市近郊の里山には、未記

録の巨木が数多く生育しているが、環境の悪化による巨木の活

力の衰えも散見され、一刻も早くその種や大きさ等の記録が必

要である。里山の定義は曖昧であるが、本研究では「自然緑地」

の概念に近いものとして捉え、1. 研究対象地の「里山」が、ど

のような地形に成立しているのかを調べ、あわせて面積を求め

た。2.複雑な地形を成すことが多い多摩川周辺の里山において、

特定の種（例えばジャノヒゲ）が特定の地形に多い要因（光や

水分）や、アズマネザサの刈込み等の人為的な影響について調

べた。3. 都市近郊に生育する「巨木」に着目して 81 箇所の里

山を踏査し、41 種、1072 本（株）の巨木の種別の本数、最大

幹周、幹周の総和を因子として、里山を類型化した。4. 各里山

で報告されている植物リストの文献を集め、一覧表をつくった。

5. 里山の植物の生育に及ぼす諸要因に関する踏査を行い、各里

山を最も特長づける因子と考えられたヤマザクラの巨木下で、

管理状態との関係を明らかにするために、植生調査を行った。

また、多くの里山には、これまで長く人と関わってきたと思わ

れる信仰対象があり、その有無を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究では多摩川における放射性同位元素の堆積を最上流か

ら最下流まで 6 地点について調査した。1 地点については 2 ～

6 箇所でサンプリングを行った。この結果、すべての地点で、

放射能および空間線量率はバックグラウンドレベルであった。

また、土壌サンプルにおける測定は NaI(Tl) シンチレーション

検出器で測定した。その結果、天然放射性同位元素であるカリ

ウム -40 はすべての地点で同等であった。また、人工放射性同

位元素であるセシウム -134 および 137 の存在が確認され、上

流ほど大きく下流に行くほど減少した。一方、ヨウ素 -131 も

各地点で観測されたが、短半減期であり、また、人の居住地域

外からも見つかったことから医療起源とも考えることができず、

現在、ゲルマニウム半導体式検出器で再測定を行っている。な

お、ストロンチウム -90 は検出されなかった。また、これらの

研究結果について、市民公開講座や高校生科学教育を実施した。

その結果、2014 年 11 月 8 日に高校生たちはＪＳＴ主催・グロ

ーバルサイエンスキャンパス・次世代科学者育成プログラム「平

成 26 年度全国受講生研究発表会」で優秀賞を得た。 

 

 

 

多摩川の中～下流域まで 6 地点の河川水を採取し水質を測定

した結果、微生物数と亜硝酸態窒素濃度が高く飲用化は難しい

と考えざるを得なかった為、災害時の洗濯・トイレ・風呂等用

の水として浴場水の水質を目標とした。大都市部を流れ水量が

豊富な多摩水道橋下の河川水を試験水として選択した。まず、

採水現場で濾過 (1_m) を行い、実験室に持ち帰り、多孔性セ

ラミックス（CR）と粒状活性炭（AC）とを混合した濾材

（CR+AC）へ通水実験を行った。CR+AC のみでは目標達成が

難しかった為、細菌に損傷を与える方法として、過酸化水素で

前処理してCRと銀添着活性炭AC(Aｇ)の混合物（CR+AC(Aｇ)）

で処理した。その結果、一般細菌数、大腸菌検出、亜硝酸態窒

素において水道水質基準を満たしたが、従属栄養細菌数が多く

 



飲用には不適であったが、洗濯やトイレ等の雑用水には問題無

いと考えられる。また、浴場水質基準にある大腸菌群が検出さ

れた為、何らかの方法で大腸菌群を滅菌すれば風呂用水を得る

ことが可能であると示唆された。また、携帯発電機電源を使用

すれば 1 日当たり約 1、000 人分の雑用水を得られる方法を考

案した。 
 
 
 

 

多摩川の河原植物はここ数十年激減の一途をたどっている。

それを多摩川全域（奥多摩町氷川上流を除く）で個別具体的に

調査した結果は寡聞にして聞かない。ならば、多摩川の自然を

守る会創立以来 45 年の経験を活かし自分たちで調査すること

にした。調査対象は、当初予定の 5 種を越えカワラノギク、カ

ワラニガナ、カワラケツメイ、カワラヨモギ、カワラサイコ、

ヒロハカワラサイコ、カワラナデシコ、カワラハハコの 8 種と

した。詳細は別途報告書に譲り結果数値だけ挙げるならば、カ

ワラナデシコ約 500、カワラサイコ約 15000、ヒロハカワラサ

イコ約 2000、カワラケツメイ約 4500、カワラハハコ 2、カワ

ラノギク約 1800（永田地区約 5 万）、カワラニガナ約 5 万、カ

ワラヨモギ約 1500 である。 

 

 

 

 

美しい多摩川フォーラムは 2008 年 6 月より 2012 年 6 月まで

の 5 回の多摩川一斉水質調査において、多摩川流域の市民や子

ども達と共に多摩川の上流～下流までの 75 地点（当初は 55 地

点）における気温、水温、化学的酸素要求量（CODMn）を測

定してきた。その結果を多摩川流域水質マップにしてホームペ

ージに掲載、さらに多摩川流域における小中学校、行政及び団

体に配付し、多摩川の水質状況についての情報を発信してきた。 

本研究は 2013 ～ 2014 年度において有機物による水質汚染の

指標である CODMn に、無機イオンの総量の指標である電気

伝導率と生活排水に多く含まれる硝酸態窒素、リン酸態リンの

測定を追加し、多摩川の水質状況を把握するためのシステムを

構築する事を研究の目的とした。 

①水質調査にあたっては、正確なデータを出すために基礎知

識が重要である。そこで、市民や子ども達が水質調査を行うた

めの分かりやすいイラスト入りの「身近な水の調べかた」とい

うテキストを作成した。 

②本研究の結果、水質調査にあたって重要な点は試料をどこ

で採取したかであるので、採水地点を緯度・経度で設定した。 

③多摩川の上流～下流までの水質調査結果によると多摩川上

流水再生センターから中・下流の水質は、下水処理水による影

響が大きいことが分かった。下流では、アンモニウム態窒素、

亜硝酸態窒素が多少みられ、今後監視していく必要がある。 

④電気伝導率、硝酸態窒素の測定データについても多摩川水

質マップにして多摩川流域の小中学校、行政及び団体に配布し、

情報を発信した。 

 

 

 

 

2011 年 3 月の東日本大震災を起因とする福島第一原発事故

由来の放射性物質は、福島県だけにとどまらず、関東一円にも

降り注いだ。当然東京都もその例外ではなく、多摩川流域につ

いてもいまだに各所に高線量の、いわゆるホットスポットを形

成している。多摩エリアの河川においては、特定非営利活動法

人 R.I.La の所在地がある東京都東大和市を流れる空堀川におい

て、私どもの過去２年間の空間線量調査の結果、市街地の雨水

の流入が河川の放射線汚染と強い関係性があることが判明して

いる。多摩川流域についても、例えば立川市の竜飛橋の下流で

多摩川と合流する残堀川に関しては、武蔵村山市の環境関連市

民団体の調査で同様の報告が挙げられている。そこで私どもは、

多摩川の中流域並びにその支流域において、市街地の雨水が河

川敷に流入する箇所に重点をおき土壌の検体を採取し、放射線

測定を実施した。 

その結果、多摩川中流域 ( 日野取水堰から日野橋まで ) 並び

にその支流である残堀川の河川敷並びにその土手周辺及び河原

の水際の土壌においても、市街地からの雨水の流入が想定され

る箇所において、他の地点と比較しても特に放射性核種の量が

多く検出された。これらの箇所を土壌の放射能汚染に関わる特

異点として捉え、上記エリアにおける土壌並びに空間線量の測

定マップを作製した。 

 



 

 

多摩川流域及び東京都内における淡水性カメ類の分布を明ら

かにするために、!河川踏査による目視調査、"市民からのカメ

目撃情報の募集を行った。また年代ごとのカメ類の分布の変遷

を明らかにするために、"及び、#資料調査を行った。これらの

結果から、生息が確認された在来・外来のカメ種について、年

代別の生息分布図を作成した。当地における在来カメ類の現況、

外来カメ類の侵入年代や分布拡大の経過などについて考察した。 

ニホンイシガメの太平洋側の分布は関東地方が北限とされて

いるが、関東では千葉県を除き分布状況が明らかにされていな

かった。本研究によって多摩川流域にニホンイシガメ個体群が

分布していることが明らかになった。確認された場所ではいず

れも個体密度が低く、脆弱な個体群であった。本報告がニホン

イシガメの地域絶滅を防ぐための資料として活用されることが

期待される。 

クサガメは関東地方には戦前は定着していなかったと考えら

れている。しかしそれを明らかにした研究はなかった。本研究

でのクサガメの初出が 1960 年代だったことから外来性がさら

に濃厚になった。またミシシッピアカミミガメが個体数・分布

域の両方において、在来カメを圧倒している現状が明らかにな

った。本報告が在来種の保全及び外来種対策を進めるための資

料として活用されることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フィリピン海プレートと太平洋プレートが重なり合い潜り込

んでいる多摩地方には多くの奇岩・渓谷・洞窟・断層などがせ

めぎ合っている。また、そこから流れ出している多摩川流域に

は富士山の降灰での関東ローム層が堆積しており特殊な地層環

境を作り出している。 

それらの地形地層の成り立ちとその特徴を知る地盤工学者の

目で地震学者が直下型地震を起こす主張としている「立川活断

層」の全域をスケッチしながら踏査した。 

彼等が衒学的に主張している直下型地震のモデルは深さ約

10 ｋｍ、長さ約 10 ｋｍのクラックが鉛直に地下深くに１枚だ

け入っておりそこがビリッともう一度割れることで震度７マグ

ニチュード 7.4 の大地震が来るとのこと。 

既に割れたところがもう一度割れるのも不自然だが、砂山列

島と言われている日本の岩盤には無数に亀裂が入っているはず

である。その中に本当に立川断層の痕跡があるのだろうかとス

ケッチブックを持って踏査を始めた。 

地震学者主導の国家プロジェクト研究のデータと比較分析し

た結果、立川断層の存在を確認することができず、彼らが立川

断層であると主張する崖線は低地帯のみであり、しかも、地表

のごく浅い範囲の乱れであることから、地盤工学的には古多摩

川の河岸段丘ではないかとの結論に至った。すなわち、立川断

層は地震を起こす活断層ではないと判断した。 

さらに同じ手法を使って多摩川流域の（伸延）五日市断層、

五日市 _ 川上構造線の断層についても研究を深めている。 

その結果を小冊子に取りまとめ、関連首長へ配布し、個展や

らシンポジュームあるいは講演会等を利用して一般住民への啓

もうを進めている。 

これは 40 年間で１兆円を超えると言われている立川断層に

関する研究費や不必要な減災対策費の無駄使いの削減はもとよ

り、今後想定される（伸延）五日市断層、五日市 _ 川上構造線

など活動の可能性のある断層との共存共栄への認識を高めるこ

とに繋がると考えている。 
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